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 令和３年度第６５回卒業証書授与式がいよいよ明日となりました。また、本日は６３４名

のあかしやっ子が無事に１年間の全教育課程を修了する修了式を行いました。どの学年も学

習の成果を、話の聞き方や返事、姿勢などでしっかりと表現することができました。１年間、

本校教育活動にいつも温かいご支援ご協力をいただきました保護者・地域の方々に心より御

礼申し上げます。 

 

＜令和３年度修了式 校長の話＞ 

 ６３４名のあかしやっ子のみなさん、１年間の学習の修了、おめでとうございます。修了

式とは、ただの終わりではなく、大事な学習を一生懸命身に付けましたという意味が込めら

れています。 

校長先生は、４月にあかしやっ子全員に付けてほしい４つの力についてお話ししました。

もうすっかり頭に入っている人は、１年間この４つの力をしっかり身に付けようとがんばっ

てきた人です。それでは一つずつ確かめていきましょう。今年１年間の自分のことを振り返

りながら聴いてください。 

一つめは、「向上心：挑戦し、やり遂げる力」でしたね。ファーストペンギンのように、

失敗や困難を恐れずに、進んで挑戦できたことはありましたか。そして、それを最後まであ

きらめずにやり通すことはできたでしょうか。もし、何か一つでも胸をはってこれですと言

えるものがある人は、大きな大きな成長ができた人です。挑戦はできたけど、最後までやり

通すことができなかった人は、まずは挑戦しようと立ち上がった自分を誉めてください。そ

して、次は最後までやり通すことができるように、また果敢に挑戦していきましょう。大切

なのは、一度の失敗やちょっと難しいことに出会ったときに、すぐにポキンと折れるのでは

なく、何度も何度も歯を食いしばって立ち向かっていくことです。失敗を数多く経験した人

ほど、少しのことにめげたりしないたくましさが身に付いていくのです。これからも挑戦し

続けていきましょう。 

二つめは、「自己指導力：自分で自分を正しく導く力」でしたね。楽な方に流される自分、

悪いとわかっていてもやってしまう自分、友だちに意地悪をしようとする

自分、そんな弱い自分を自分の力で止めることができるようになりました

か。そして、よいと思ったことを進んで行動に移す力は付きましたか。今、

世の中では、悪いとわかっていても平気で人をだましてお金を奪ったり、
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誰も見ていないからといって人やお店のものを盗んだりする人、すぐに楽な方や楽しい方に

逃げて、悪いことをしてしまう心の弱い人がテレビや新聞などで毎日のように見られます。

そんな悪い人たちは、きっと子どもの頃に自己指導力を身に付けることができなかったのだ

ろうと思います。そんな人たちはきっと幸せな人生は歩めませんよね。自分の行動を最後に

決めるのは自分自身です。自己指導力をしっかりと身に付けて、正義の道を進んでいきまし

ょう。 

三つめは、「伝え合う力：聴き合い話し合う力」です。授業や学年集会、

行事や放送など、人の話をしっかりと聴き取り、質問や意見を出す力は

付きましたか。一人一人の意見を大事にしながら、みんなが納得できる

よりよい方法を話し合う力は付きましたか。伝え合う力の基本となる

「あいさつ・返事」は、自分から先に、相手に伝わる声でできるように

なりましたか。伝え合う力が弱い人は、すぐに暴力に訴えたり、家の中

に閉じこもったりする方法でしか自分を表現することができなくなります。問題が起こった

ときには話し合いで解決することは、人間にしかできない人間らしい行いなのです。これか

らはますます様々な技術が進み、文化や価値観の違う人々と話し合いながらよりよい社会を

創り出していく力を付けていく必要があります。ぜひこれからもみんなの話をしっかりと聴

き合い、お互いを大切にしながらよりよい方法を話し合っていく力を伸ばしていきましょう。 

四つめは、「思いやり：自分も相手も大切にする心」でしたね。校長先生は、四つの力の

中で一番大切にしたいのがこの「思いやり」の力です。「まずは、自分の良さをいっぱい見

つけて、自分を好きになりましょう。」とお話ししました。今年１年間で自分のよいところ

をいくつ見つけることができたでしょうか。頭の中で数えてみてください。花さき山プロジ

ェクトで赤い花をいっぱいはることができた人は、自分の良さもたくさん見つけることがで

きたのではないでしょうか。クラスや学校、みんなのために自分の力を使うことができる人

は、自分を大切に思う気持ちが育ち、友だちにも優しくできる人になります。みなさんの周

りに、なかなかみんなの中に入れず、一人で寂しそうにしている人はいませんか。悩んだり、

困ったりしても、なかなか人に相談できずに苦しんでいる人はいませんか。もし近くにそん

な人を見つけたら、ぜひ進んで声をかけてあげてください。声をかけられた人はとてもうれ

しい気持ちになると思います。そして、自分が受けた親切をほかの人に回してくれる人にな

るでしょう。 

さて、この１年間で自分ががんばってきたことや力が付いたことが頭に浮かんできました

か。１年間、がんばった自分、そしてがんばった友だちに大きな拍手を贈りましょう。 

学校全体で取り組んできたあいさつ運動も本当によくがんばりました。みなさんの爽やか

なあいさつに、学校にいらした方々からお褒めの言葉をたくさんいただいています。みんな

の心を一つにしてがんばったすばらしい宝物です。こ

の宝物をこれからも大切にしていきましょう。そし

て、最後に、みなさんのがんばりを応援してくれた家

族や友達、先生に感謝しましょう。 

みなさんはこの１年間本当によくがんばりました。

来年も、さらに夢を大きくして、努力を続けていきま

しょう。 



＜修了式での発表＞ 

 １年かんでがんばったこと               1 年 ふじた れいか 

 

わたしが、１年かんでがんばったことは、とくに三つあります。一つめはあんしょうで、

二つめはそうじで、三つめはあきのテーマパークです。 

あんしょうでは、おむすびころりんのながい文にもちょうせんし、あきらめない力とおぼ

える力がつきました。 

つぎにがんばったのは、そうじです。そうじで１ばんがんばったのは、ほうきです。ほう

きをなんかいかつかうと、ほうきのつかいかたをおぼえて、きれいにする力がつきました。 

あきのテーマパークでは、おかあさんたちにしょうかいするのをがんばりました。わたし

は、まつぼっくりのけんだまをつくりました。はっぴょう

するときに、きんちょうしたけれど、がんばってしょうか

いしたら、だんだんたのしくなってきました。 

４月から２年生になります。２年生でわたしががんばり

たいことは、かけざんです。 

そして、１年生のときとおなじように、いろんなことに

もちょうせんしてみたいです。 

 

   ３学期がんばったこと                四年 佐藤 ひより 

 

 私が３学期がんばったことは、三つあります。 

 一つ目は、みんなに声がけや注意をすることです。私は、１学期自分から注意することが

できませんでした。そこで、自分から声をかけようと意しきして生活しましたが、注意をし

てもなかなか伝わらないこともあり大変でした。しかし、勇気を出して声がけを続けていく

と、２学期後半や３学期に進んで注意ができるようになり、みんなにも伝わることがふえて

きました。 

 二つ目は、話し合うときに伝え合うことです。私が思ういい話し合いとは、自分の考えの

もとになったところをはっきりさせたり、わからないことはそのままにせず、相手に聞いた

りすることだと思います。じゅ業のときにちゃんといい話し合いができるように、班の人の

意見をさんこうにして自分の考えを見直したり、思った意見やわからないことを聞いたりす

ることができました。この力を５年生の委員会でも生かしていきたいです。 

 三つ目は、進んでちょうせんすることです。４年

生でもさまざまな会の実行委員に立こうほしまし

た。とくに後期では、代表委員になり、学校での生

活がよくなるように目標を立ててがんばりました。

最後まで協力してもらえるように、他の学年に１０

人あいさつしたらシールをはったり、時計を見て行

動してもらえるようによびかけをしたりしました。 

 このような４年生での経験を生かして、５年生で

も自分から行動できるようにがんばりたいです。 



 明日はいよいよ第６５回卒業証書授与式。新型コロナウイル

ス感染拡大という非常事態の中で、「挑戦・判断力・伝え合

い・思いやり～学校全体をリードし、自分から行動しよう～」

を学年目標に一致団結して取り組むひたむきな姿に、心が熱く

なりました。どんな困難があろうとも、常に前向きに物事を捉

え、工夫を懲らして、愉しいくらしを創っていくみなさんの姿は、きっと在校生の心にこ

れからもずっと残っていくことでしょう。 

 前途洋々の君たちの未来に幸多かれと願います。卒業おめでとう！ 

 

 あさってから春休みが始まります。 

 ２４日（木）は、お世話になった先生方とのお別れの会がありますが、４月６日（水）ま

で１９日間の休みとなります。お家の方の都合によっては、子どもだけで日中を過ごすご家

庭も多くなることでしょう。 

 先日お配りした「春休みのしおり」をぜひ子どもと一緒にご一読いただき、規則正しい生

活リズムで、事故なく安全に過ごすとともに、新年度の心と体の準備がきちんとできますよ

うに、ご家庭でのご指導・ご支援をよろしくお願いいたします。 

とくに、温かくなり、自転車での移動も頻繁になることが予想されます。安全点検ととも

に、ヘルメットの着用や一時停止、左右確認等の安全な乗り方について、ご指導よろしくお

願いします。また、コロナウイルス感染についても、まだまだ注意が必要です。決して気を

緩めることなく、感染防止のためのマスク着用、うがい・手洗いの励行、換気、不要不急の

外出は控える等、継続してご指導いただきますようお願いします。 

 万が一、お子さんの事故や入院、転出入などがありましたら、平日午前８時３０分から午

後５時まではお電話（山形市立第九小学校 ６８１－３６００）で、それ以外の時間帯は緊

急メール（3600akashiya@dai9-e.ymgt.ed.jp）で至急お知らせくださいますようお願い

いたします。 

１年間 ありがとうございました 
学校だより「あかしや」も今回が最終号となります。保護者、地域の皆様に、子どもたち

や学校の様子とともに、校長の考えや思いを綴らせていただきました。また、ホームページ

でもできる限り子どもたちのいきいきとした姿を伝えたいと思い、更新してきました。毎日

更新とはいきませんでしたが、学習参観を実施することができなかった分、少しでも学校で

の子どもたちの様子をお伝えしたく続けてまいりました。いかがだったでしょうか。１年間

お読みいただきまして、本当にありがとうございました。これからもどうぞお楽しみに。 


